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第 4 章 Lumpy Jaw Disease 罹患オオカンガルー（Macropus giganteus）における血漿
中エンドトキシン活性値 








4.2 自動ハンドヘルド携帯型測定機器（Portable Test SystemTM）を用いた Lumpy Jaw 

















































patagonum）及びキバノロ（Hydropotes inermis）等と一緒に約 265ha の草原で SFR
されている[6, 85]。国内では、埼玉県立こども動物自然公園（埼玉県東松山市）
やひびき動物ワールド（福岡県北九州市）で、オオカンガル （ーMacropus giganteus）
が、シマオイワワラビー（Petrogale xanthopus）等と SFR の形態で飼育されてい
る[50]。 
こうした特殊な動物とも言えるカンガルー類の飼育上最も重要視される疾病
が、Lumpy Jaw Disease（LJD）である。LJD とは口腔の壊死桿菌症（Oral 
necrobacillosis）のことで、ヒトや野生のヒツジ及びカンガルー類の下顎もしく
は上顎骨の腫脹が特徴的な侵襲性の高い骨髄炎である[17, 34, 42, 44, 55, 86]。特
にカンガルー類においての LJD は、我が国でも古くから「カンガルー病」と呼
ばれるほど代表的な疾病で[25]、顔の軟部組織や骨の化膿性病変を主症状とし、
進行した場合は全身症状を呈し死に至ることも少なくない[3, 4, 5, 21, 55, 79, 
106]。 
カンガルー類の LJD の原因菌は Fusobacterium necrophorum、Corynebacterium 
pyogenes、Dichelobacter nodosus などの壊死桿菌であり、多くの動物の腸内にい
る常在細菌である[37, 61, 92]。そのうち F. necrophorum が主要原因菌とされてお
り、50 頭の LJD 罹患カンガルー類の創傷部位からの細菌分離では 81%が F. 
necrophorumであったとする報告 [86]や、Oliphant et.al[79]が 27頭の LJD罹患ア





類の LJDの主要原因菌である Actinomycetes（放線菌）については、Samuel et.al[86]
によるとカンガルー類では病変部から分離できたのは 29%程度であった。 











































疫学については、Kido et.al [59]が野毛山動物公園（神奈川）において 54頭の
オグロワラビー（Wallabia bicolor）を対象に実施している。この調査によると、
54頭中 22頭が LJD に罹患しており、その罹患率は 40.7%であった。この罹患率
は、Vogelnest & Portas [106]がオーストラリアでの LJD発生率を報告した 9.5%よ
りも極めて高値である。この結果について Kido et.al [59]は日本とオーストラリ
アの両地域における給餌内容及び環境要因の差によるものと推察している。口
腔内の損傷は月平均気温が 18℃を下回った 1〜4 月および 10〜12 月に発生割合
が増加していたことから[59]、寒冷ストレスが LJD発生の要因となっていること
が推察できる。また、この寒冷ストレスの影響を示唆した疫学データについて
は Oliphant et.al [79]も LJDのリスク因子として支持している。 
前述したようにカンガルー類の LJDの原因となる、F. necrophorum を始めとし
た壊死桿菌類は、腸管内にいる細菌で生体由来であり、自然環境下及び飼育下





















































る[10, 53, 54, 64, 78, 109, 110]。コルチゾールはストレス負荷の程度によって分泌







を受け、その血中濃度が増減することが注目され始めている[29, 60, 64, 109, 110]。 
以上から、血中のコルチゾールは客観的なストレスマーカーとしてウシ[35, 























続いて、カンガルー類の LJD の病態について検討した。カンガルー類の LJD

















Levin & Bang [63]が 1964年にカブトガニ（Tachypleus tridentatus）の血液凝固
におけるエンドトキシンの役割を発見して以来、リムルスアメーバサイトライ
セート（LAL）に基づいた多くの測定方法が開発されている [27, 30] が、これ
らのアッセイは生体外試料用であり非常に煩雑であるため[100]、動物園動物な
どの臨床現場での診断には不適である。近年、Charles River社（Charleston、SC、
USA）はエンドトキシンを検出するために Endosafe® Portable Test System（PTSTM）
という自動ハンドヘルド携帯型測定機器を市販した。この自動小型化 LALベー








ひびき動物ワールドは SFR の形態でオオカンガルー約 120 頭とシマオイワワ







ていない SFR 下有袋類の内部寄生虫保有状況の実態調査を試みた。次に第 3 章
では最初に LJD 罹患個体及び健常個体の血漿中のコルチゾール、BMP 及び



























的に SFR の形態で飼育されている [6, 50, 85]。そうした飼育下カンガルー類で
最も重要視される疾病が LJDであり、顔の軟部組織や骨の化膿性病変が主症状
で、進行した場合は全身症状を呈し死に至ることも少なくない疾病である[3, 4, 5, 














敷地面積は約 1.8ha、シマオイワワラビー約 130頭、オオカンガルー約 120頭及
びヒメウォンバット 2頭が SFR されていた（図 2-1）。 






















ず、シマオイワワラビーでは、Eimeria 属のオーシスト｛長径 22.6から 29.5（平
均値 27.42）、短径 17.1から 20.2（平均値 18.55）｝、条虫卵｛長径 47.1から
53.0（平均値 49.36）、短径 30.8から 35.2（平均値 32.56）｝および線虫卵が検
出された。条虫卵は内部に梨状器官が包含されたことから（図 2-3 上・中央）、
裸頭条虫科 Anoplocephalidae のものであった。日本で飼育される有袋類では、ア




た中には EPG値 5,000 以上を示したサンプルも散見されたことであった（図 2-3
下）。なお、今回検出された虫卵は、その大きさから大型のタイプ{長径 141.7
から 168.6（平均値 156.05）、短径 67.6から 80.3（平均値 72.83）}と小型のタイ
プ{長径 66.2から 76.1（平均値 70.16）、短径 41.3から 48.4（平均値 45.44）}が
識別された。オオカンガルーからも Eimeria 属オーシストが全サンプルから得ら
れた。サイズから大型{長径 30.6から 38.0（平均値 33.95）、短径 18.0 から 21.9
（平均値 19.42）}と小型{長径 19.3から 24.3（平均値 21.40）、短径 10.3 から 14.2
（平均値 11.97）}の 2種の寄生が示唆された。これに加え線虫卵{長径 138.0か
ら 162.3（平均値 151.42）、短径 67.9から 81.7（平均値 73.10）}も検出されたが、
条虫卵は得られなかった。一方、ヒメウォンバットでは線虫卵のみが得られ、
大型のタイプ{長径 85.4 から 101.0（平均値 95.51）、短径 38.0から 40.8（平均値
39.45）}と小型のタイプ{長径 60.2から 69.1（平均値 66.78）、短径 36.5 から 40.2
（平均値 39.18）}が認められた。 
斃死した全個体の胃腔内から計 541個体の Cloacininae亜科（科 Chabertiidae; 
Strongyloidea: Chabertiidae 円虫目）に属する線虫類が検出された。検索表[2, 57, 
93]をもとに同定した結果、シマオイワワラビーからのものは Rugopharynx 
australis（図 2-5）、Cloacina pearsoni（図 2-6）、C. hydriformis（図 2-7） 及び 






るため、今回同定された線虫種の形態と計測値（mm）を sotohira et. al [95]に準












する場合では、容易に濃厚感染するものと思われ、今回も実際に EPG 値 5,000
以上を示したサンプルも散見された。円虫類は頭部によく発達した歯環を有す
ことから消化管粘膜を損傷し、宿主に病害を与える危険性があるばかりでなく













































オカンガルー計 12頭の胃腔内から多数の Cloacininae 亜科円虫類（Rugopharynx 
australis、Cloacina pearsoni、C. hydriformis、Cloacina sp. 及び Macroponema 

















































図 2-2. サンプリング対象とされた新鮮糞便の状況 





試料   







図 2-4 ひびき動物ワールドで飼育された有袋類の胃から得られた寄生線虫 






















































































性別 Ｎ 体長 体幅 咽頭長 食道長 交接刺 
雄 1 5.85 0.36 0.02 0.54 1.37-1.39. 
単位：mm、雌は検出されず 
 






































































































ラニン Aなどが挙げられる[10, 53, 54, 64, 78, 109, 110]。その中でも、特に多く用
いられ認知度も高いコルチゾールは副腎皮質から分泌されるホルモンであり、
受けるストレスの程度によって分泌量が変動し、その反応は即応的である [64, 












ついては不明であった。そこで SFR 下のオオカンガルーの LJD罹患個体及び健





ひびき動物ワールドで SFR されているオオカンガルー約 120頭のうち、25頭









2016年 1月 14日の午前 10時から午後 3時までに全てのサンプリングを行い、
4 ml の全血を頸静脈よりヘパリン処理シリンジを用いて採血し、採血後 1時間





保存していた血漿サンプルはCortisol Enzyme Immunoassay kit （Arbor Assays、
Ann Arbor、MI、USA）を用い、記載されているプロトコルに従ってコルチゾー
ル濃度の測定を行った。また、BAPの測定はフリーラジカル解析装置（FREE carpe 




色液を作製し、ここに血漿サンプル 10 μl を添加する。サンプルの生物学的抗酸
化能により色調濃度が減少し、この脱色量を波長 505 nm で測定する。この BAP
テストで得られた値を BAP 値として統計解析に用いた。d-ROMs は前述のフリ
ーラジカル解析装置と Reactive Oxygen Metabolites Test（d-ROMs テスト、株式会
社ウィスマー、東京）キットを用いて測定した。d-ROMs テストとは血漿サンプ
ル 20 μl と呈色液クロモゲンと反応させ活性酸素・フリーラジカルによる代謝物




単位である U.CARR が用いられている。この d-ROMs テストで得られた値を、
酸化ストレスを表す値として統計に用いた。また、これら測定された値から潜






濃度、d-ROMs 及び BAP、そして計算式である BAP/d-ROMs における LJD 群と
対照群との 2 群間の平均値の比較は F-検定によって等分散を確認した後に
Student’s t-検定もしくはMann-Whitney-u検定で解析した。各パラメーターの LJD
の診断能については ROC 解析を実施した。ROC 解析の結果、最適なカットオフ
ポイントを Youden指数[1]によって算出した（至適カットオフ）。Youden 指数（J）
は、ROC 曲線と感度、特異度がともに 100%を示す頂点との最大垂直距離として




 BAP については LJD 群と対照群の間での有意差は認められなかったが、血漿
中コルチゾール濃度、d-ROMs 及び BAP/d-ROMs の各パラメーターにおいては
両群間に有意な差が認められた。LJD 群の血漿中コルチゾール濃度は 4.53±1.97 
µg/ml であり、対照群の 0.75±0.86 µg/ml よりも有意に高値を示した（図 3-1、
p<0.001）。また、血漿中コルチゾール濃度は LJD の診断能を有しており
（AUC=0.968, p<0.001）、至適カットオフポイントは>1.40 µg/ml であり、このと
きの感度及び特異度はそれぞれ 100%及び 83.3%であった（図 3-2）。 
LJD群の d-ROMs は 89.08±13.76 U.CARR であり、対照群の 62.58±5.35 U.CAA
よりも有意に高値を示した（図 3-3、p<0.001）。また、d-ROMs も血漿中コルチ
ゾール濃度と同様に LJDの診断能を有しており（AUC=0.949, p<0.001）、至適カ





























など様々な外的要因が影響し、対照群に比べ LJD群の BAP が低値を示したと考
えられた。 









などが生じ、BAP の低下によって相対的に d-ROMs が増大したことで、その値
が上昇したものと推察する。 
 潜在的抗酸化力を示すとされる BAP/d-ROMs は、LJD 群で対照群よりも統計
学的に有意に低値であった。ヒトにおける研究では、線維筋痛症（FMS）にお
ける酸化バランス防御系の研究がなされており、FMS 患者は健常者のデータと
比較し BAPには有意差はないが d-ROMsが有意に高いことから BAP/d-ROMsは
低下する。これは酸化バランス防御系でホメオスタシス機構が作動した結果、



































ひびき動物ワールドで SFR されているオオカンガルー約 120頭のうち、62頭
を供試した。そのうち LJDに罹患した個体 37頭（6.7±3.1 歳齢、23.9±10.1kg）
を LJD群、健常個体 25頭（6.5±3.1 歳齢、体重 27.2±11.7kg）を対照群とした。 
 
3.2.2.2 サンプリング 
2016年 1月 14日の午前 10時から午後 3時までに全てサンプリングを行い、4 
ml の全血を頸静脈よりヘパリン処理シリンジを用いて採血し、採血後 1時間以








 採取・保存していた被毛約 100 mgを秤量して 15 ml の遠沈管に入れ、イソプ
ロパノール 5.0 ml を分注し、ローテーターにより室温で 5分間撹拌（12 rpm）し
て洗浄し、被毛表面の脂溶性物質を除去した。洗浄後、イソプロパノールをア
スピレーターにより除去してドラフト内にて約 1 週間自然乾燥させた。乾燥さ
せた被毛をハサミで 5 mm 程度にカットして 40 mg秤量した後、破砕用チューブ
（2.0 ml）に入れ、ジルコニアビーズ（5 mm：1個、3 mm：3個）を入れて、ビ
ーズ式細胞破砕装置（MS-100: TOMY、Micro Smash、東京）により破砕した（5,000 
rpm、150 sec）。破砕したチューブにメタノール 1.0 ml を分注し、ローテーター
により室温で 24 時間撹拌(12 rpm)してコルチゾールを抽出した。抽出したサン
プルは遠心分離（10,000 rpm、10 min、室温）した後、上清を 13×100 mm チュー
ブにデカンタで移し、ヒートブロックで 38℃に加温しながら窒素ガスを当てて
約 40分乾固させた。乾固させたサンプルに PBS を 0.3 ml 分注し、約 1時間振と
うさせたのち、サンプルを 1.5 ml チューブに入れて分析まで-30℃で保存した。 
 
3.2.2.4 測定 
保存していた被毛からの抽出サンプル及び血漿サンプルは Cortisol Enzyme 





被毛中コルチゾール含有量における対照群と LJD 群との比較は F-検定によって












 本節の結果では血漿中コルチゾール濃度は LJD 群と対照群の間に有意な差は
認められなかった（図 3-5）。しかし、本章第 1 節での血漿中コルチゾール濃度






























 第 1 節での LJD 群の血漿中コルチゾール濃度は対照群よりも有意に高い値を




せる LJD 個体群は血漿中 d-ROMs をも有意に上昇させ、BAP/d-ROMs を有意に
減少させる結果となった。 
また、第 2 章で血漿中コルチゾール濃度が対照群と有意差が無かった LJD 群
においても、腹部被毛中コルチゾール含有量は対照群よりも有意に高値を示す
ことが明らかとなった。しかしながら、第 2章で供試した LJD群は血漿中の BAP
及び d-ROMs の測定を行っていないため、コルチゾールの変動に応じて血漿中




価が可能であることが分かった。また、LJD は BAP には影響しないが d-ROMs
を増大させるため結果として酸化バランス防御系でのホメオスタシス機構を乱
















て重要な要素となり得ると考え、本研究では SFR 下にある LJD罹患オオカンガ





た、血漿中 BAP は対照群と LJD群の間に有意な差は認められなかったが、血漿







ことが明らかとなった。また、LJDは BAP には影響しないが d-ROMs を増大さ
せることにより、結果として酸化バランス防御系でのホメオスタシス機構を乱












図 3-1 対照群及び LJD群における血漿中コルチゾール濃度 










































図 3-2 重度の LJD 罹患オオカンガルーを診断するための血漿コルチゾ
ール濃度の ROC 曲線 










































図 3-3 対照群及び LJD群における血漿中 d-ROMs 








図 3-4 対照群及び LJD群における BAP/d-ROMs 


























































































図 3-6．対照群および LJD群における被毛中コルチゾール含有量 








































































 すなわち、第 1 節では LJD 罹患オオカンガルーにおいて血漿中エンドトキシ
ン活性値の増加と重症度との相関性を評価し、第 2 節では市販の自動ハンドヘ

















 ひびき動物ワールドで飼育されているオオカンガルー約 120 頭のうち、計 82
頭を供試した。LJD に罹患した個体 36 頭（5.8±3.2 歳齢、体重 21.2±9.8 kg）を









 エンドトキシン活性値測定のために 4 mlの全血を頸静脈よりヘパリン処理シ
リンジを用いて採血し、採血後 1 時間以内に室温にて 3,000g、10 分間の遠心分




害物質を不活性化するために試料を 80℃で 10分間加熱した。 
 全ての試験においてエンドトキシンフリー精製水をブランクとして使用した。 




め に エ ン ド ト キ シ ン 特 異 的 緩 衝 溶 液 （ Charles River ） で 再 溶 解                         
した。アッセイは 96 ウェルマイクロプレート（EndosafeTM 、96 ウェル、平底
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マイクロプレートM9001、Charles River、USA）を用い、活性値はマイクロプレ
ートリーダー（SunriseTM、Tecan Group Ltd.、Männedorf、Switzerland ）及び 
EndoScan-VTMエンドトキシン測定ソフトウェア（Charles River）を用いて測定し




 LAL-KT アッセイによる測定結果は duplication において、スパイク回収率及
びパーセンテージ変動係数（CV）パラメーターに基づいて有効性を評価した。
米国薬局方のエンドトキシン試験（Bacterial Endotoxin Test）[104]によると、ス





 試料のエンドトキシン活性の統計解析は、SPSS ソフトウェアプログラム（ver. 
21. 日本 IBM、東京）を使用して解析した。LAL-KTアッセイから得られたエン
ドトキシン活性の平均値を Tukey HSD 試験を用いて重度 LJD群、軽度 LJD群及
び対照群と比較した。さらに LAL-KT アッセイによって測定された血漿中エン
ドトキシン活性値がLJDの診断能を有するか否かについてROC解析を実施した。
ROC 解析の結果、最適なカットオフポイントは Youden 指数[1]によって算出し
た。Youden指数（J）は ROC 曲線と感度特異度がともに 100%を示す頂点との最
大垂直距離として定義されており、J =最大[感度+特異度-1]として算出した。本




 図 4-1 は血漿中エンドトキシン活性値と LJD との関係を示す。重度 LJD群の
血漿中エンドトキシン活性値は 0.199±0.157 EU/ml であり、軽度 LJD 群
（0.051±0.012 EU/ml、p<0.001）及び対照群（0.057±0.028 EU/ml、p<0.001）のそ
れよりも有意に高値を示した。 
 血漿中エンドトキシン活性値の ROC曲線下面積は 0.969（p<0.001）であった。 
ROC 曲線の分析結果に基づいて、特に重度の LJD症状を有するオオカンガルー
を同定するための血漿中エンドトキシン活性値の診断カットオフポイントは> 
0.064 EU/ml に設定し（図 4-2）、このときの血漿中エンドトキシン活性値の診断
カットオフ値の感度と特異度はそれぞれ 100%と 88.6%であった。 
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4.1.4 考察  





また、重度 LJDを検出するための ROC 曲線分析に基づく血漿中エンドトキシン
活性値の診断上のカットオフは>0.064 EU/ml に設定することができた。この時
の血漿中エンドトキシン活性値の診断カットオフの感度および特異性はそれぞ

















 近年、Charles River 社はエンドトキシンを検出するために PTSTMという自動
ハンドヘルド携帯型測定機器を市販した。この自動小型化 LALベースの比色計
は 15分で測定結果を提示することが可能である[26, 38, 39, 96, 98, 99]。PTSTMは












 ひびき動物ワールドで SFR されているオオカンガルー約 120頭のうち、計 27
頭を供試した。LJD に罹患した個体 15頭（年齢 3.5±2.2 歳齢、体重 15.5±6.3 kg）




 エンドトキシン活性値測定のために 4 mlの全血を頸静脈よりヘパリン処理シ
リンジを用いて採血し、採血後 1 時間以内に室温にて 3,000g、10 分間の遠心分





ために試料を 80℃で 10分間加熱した。 
全ての試験においてエンドトキシンフリー精製水をブランクとして使用した。





（0.003-3.0 EU/ml）の範囲とし、アッセイの定量下限値は 0.027  EU/ml であっ
た。 
 本節では分光光度計、リーダー及び LAL試薬カートリッジを含む PTSTMシス
テム（図 4-3）を用いて血漿エンドトキシン活性値の測定を行った。サンプル測














出した。本研究では、80℃で 10 分間加熱した 20 倍希釈血漿を用いてエンドト
キシン活性値を測定した。結果は自動的にシステムに入力された希釈係数で乗




 PTSTM及び LAL-KT アッセイによる測定結果は duplication において、スパイ
ク回収率及びパーセンテージ変動係数（CV）などのパラメーターに基づいて本
測定が有効であるかを評価した。Bacterial Endotoxin Test[104]によると、スパイ











するため Mann-Whitney U 検定を群間の比較に用いた。 PTSTMによって測定さ
れた血漿中エンドトキシン活性値が LJD の診断能を有するか否かについては
ROC 解析を実施した。ROC 解析の結果、最適なカットオフポイントを Youden
指数[1]によって算出した。Youden 指数（J）は、ROC 曲線と感度と特異度がと
もに 100%を示す頂点との最大垂直距離として定義されており、J =最大（感度+






は 82.4%（範囲 73.2-88.5%）で CV値は 10.9%（範囲：0.2-18.5%）であった。こ
れらの値は米国薬局方の基準を満たしていた。PTSTMにおいて、スパイク回収率
（98.3%、範囲 50-180%）及び CV 値（11.1%、範囲 2.4-24.4%）のいずれも米国
薬局方の基準を満たしていた。 






 図 4-5 は LJD と血漿中エンドトキシン活性値の関係を示す。血漿中エンドト
キシン活性値は対照群の 0.100 EU/ml（範囲；0.05-0.74 EU/ml）に対して、LJD
群では 0.326 EU/ml（範囲：0.05-1.56 EU/ml）と有意に高値を示した（p<0.05）。
血漿中エンドトキシン活性値の ROC曲線下面積は 0.793であり（図 4-6、p<0.05）、
Youden 指数に基づいた ROC 曲線から求めた血漿中エンドトキシン活性値によ
る LJDの診断能の至適カットオフポイントは> 0.22 EU/ml に設定できた。この
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血漿中エンドトキシン活性値による診断カットオフの感度及び特異度はそれぞ
れ 80.0%及び 80.0%であった。 
 
4.2.4 考察 





る LAL-KTアッセイと同様に、PTSTMにおいても ROC 曲線に基づいた LJDの診








 カンガルー類の LJD の主要原因菌は壊死桿菌である[9, 21]。病巣からは、主
に口腔内の常在細菌などの多種のグラム陰性菌が分離されるが、F. necrophorum
を歯肉粘膜へ感染させることで骨髄炎を起こすことが実験的に確認される[17]
など、これまでの報告 [79, 86] から主要原因菌は F. necrophorumと言える。 


















評価した。その結果、PTSTM は標準的な LAL-KT アッセイと同様に既知エンド
トキシンスパイク回収率は全てが許容範囲内であり、オオカンガルーの血漿中
エンドトキシン活性値を効率的に測定することが可能であった。 







 標準法である LAL 比濁時間法で測定した血漿中エンドトキシン活性値は、中
程度 LJD群（0.051±0.012 EU/ml、p<0.001）及び対照群（0.057±0.028 EU/ml、p<0.001）
よりも重度 LJD群（0.199±0.157 EU/ml）で有意に高値であった。これらの結果
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より、SFR 下オオカンガルーにおいて LJD の重症度が血漿中エンドトキシン活
性値に関連していることが明らかになった。 
 PTSTMの性能は、標準的な LAL ベースのアッセイ系の性能と有意に異ならな
かった。また、PTSTMを用いて得られたデータは KTを用いたデータと有意に相
関していた（r2 = 0.963、p<0.001）。PTSTMで測定した血漿中エンドトキシン活性
































図 4-2 重度の LJD 罹患オオカンガルーを診断するための血漿中エンドトキシ
ン活性値の ROC 曲線 


































































図 4-6 LJD 罹患オオカンガルーを診断するための血漿中エンドトキシン活性
値の ROC 曲線 





















の形態で飼育されていることが多い[6, 50, 85]。 
飼育下カンガルー類における LJD は「カンガルー病」と称される程、代表的
かつ最も重要視され、慢性経過を辿り死亡する場合も少なくない疾病である[3, 4, 










のオオカンガルーの罹患率は 43.9%である。このように、地域によって LJD の
罹患率が大きく違う理由として寒冷ストレスを始めとした環境要因が大きいと
され[19, 59, 61, 79]、原産地においても自然環境下より飼育下での発症が多い 
[19, 61]ことから、環境要因として寒冷だけでなく、飼育面積も重要な因子であ
ると考える。前述したようにカンガルー類は移動性の動物であるため [55, 106]、
動物園等で SFR されていてもその移動には限りがある。LJD は自然環境下にお
いても、糞に汚染されやすい場所、糞に接触した裂傷や擦過傷が原因となって
























腔内からは、多数の Cloacininae亜科円虫類（R. australis、C. pearsoni、C. hydriformis、























をきたした生体に対して成立する。例えば Hulbert et.al [46]は乳牛の飼養管理が
この十年でめざましい進歩があったにもかかわらず、食餌の急激な変化や飼養
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第 3 章 1 節で SFR 下のオオカンガルーについて、LJD 罹患個体及び健常個体
の血漿中のコルチゾール、BAP 及び d-ROMs 濃度を測定し、それぞれのストレ
ス状態の評価を行った。そして、同章 2 節では同じく LJD 罹患個体及び健常個
体の血漿コルチゾール濃度の測定値と比較し被毛中コルチゾール含有量を、体
の部位と色の異なる被毛を用いてそれぞれ測定した。 
その結果、血漿中のコルチゾール、BAP 及び d-ROMs は非常に興味深い値と
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なった。LJD 群の血漿中コルチゾール濃度は、対照群よりも有意に高値を示し
た。また両群間に BAP の有意な差は認められなかったが、LJD 群で対照群より















































続いて LJD の病態解明について調査検証を行った。LJD を罹患しても下顎骨
の骨髄炎による顎の変形の程度と、死に至るほどの全身性徴候を呈することと
は必ずしも一致せず、第 4 章 1 節において 2 歳齢以上の 82 頭中 36 頭のオオカ
ンガルーが LJD に罹患していたが、全身徴候を呈して抗生物質や輸液を中心と
した支持療法が必要と判断した重症例は 12 頭（14.6%）であった。この 14.6%
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